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情報システム工学科 

大分大・オリンパス㈱との共同研究開発のソフト 
内視鏡外科手術にて世界初の検証実験成功︕ 

  徳安 達士教授 

今回の大分大の発表については、 
大分合同新聞（1月 18日付）https://www.oita-press.co.jp/1010000000/2019/01/18/JD0057703111 
中日新聞（1 月 19 日付）http://www.chunichi.co.jp/s/article/2019011901001226.html       にも紹介されました 

 

福岡工業大学が、大分大学医学部消化器・小児外科、精密機器メーカーのオリンパス株式会社と共同で取り組んでいる人工知能を用
いた内視鏡外科手術を補助するソフトウェアの開発において、平成 30年 12月大分大学病院にてこのソフトを用いた世界初のナビゲーション
手術が行われ、大分大学は同手術の成功を平成 31年 1月 17日に発表しました。 
この取組は、日本医療研究開発機構（ＡＭＥＤ）の「未来医療を実現する医療機器・システム開発事業」の一環で、研究代表者は

大分大学医学部消化器・小児外科の猪股雅史教授。福岡工業大学は、同取組において人工知能ソフトウェアの開発を担当しています。
内視鏡外科手術が最も普及している胆嚢摘出手術で開発を進めており、安全に手術を進めるためのいくつかの目印（ランドマーク）を手術
映像上にリアルタイムで表示する技術の開発を行っています。 
内視鏡外科手術は、体に小さな穴を開けて内視鏡カメラや手術器具を差し込み、モニター画面を見ながら進める手術。傷口が小さく、入

院期間も短いため、患者にとっては社会復帰が早いなどの長所がある。術式の対象も手術機器の発展に伴って体の各部位に広がるなど、実
施件数は年々増加しています。一方で、体表を大きく切り開く一般的な手術に比べて技術的に難しく、間違って切除してしまうなどの執刀医
の判断ミスに因んだ事例も起きています。 
 このシステムは、大分大や日本内視鏡外科学会が保有する約 100症例の手術動画から生成した数万枚の手術画像をＡＩに学習させる
ことで、熟練医が経験から覚えた「暗黙の知」をコンピュータが解析し、手術を安全に進めるためのランドマークを手術映像上に表示するもので
す。このシステムが提示する情報を見ながら手術を行うことで、手術の安全性を高めることが期待されています。 
開発者である徳安達士教授（情報工学部情報システム工学科）によると、「この取組では、人工知能は内視鏡外科医の臨床的観点

から精度の善し悪しが評価されるので、手術現場で役に立つまで人工知能を成長させるのに様々な工夫が必要であった」とのこと。現在、開
発チームは臨床試験・治験の準備に取り組んでいます。 
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